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パ テ ント 杆 優 勝 ！

※吹 き出し は、初 心 者 の方 を 意 識し て、

正 確 性 より 分 かりや すさ を重 視し てい ます。
／

難 しい と感 じ たら 吹 き出し を中心 に読 んで、

細 かい 点 より全 体 の 流 れを把 握し て ね。－



［請 求 項 1］
コンピュータを用いて、
顧 客からの商 品の 注 文を受け付けるステップと、
注文された商品 の 在 庫を調べるステップと、
当該 商 品 の 在 庫 がある場 合 は 当 該商 品 が発 送可 能であることを前 記 顧 客に 返 答し、当該 商 品 の
在 庫がない 場 合は 当該 商品 が発 送 不 能であることを前 記 顧 客 に返 答するステップを
実 行する受 注方 法 。

「コ ンピ ュ ータ を用い て」と い う記 載 は

２通 り の 意 味 に解釈 で きる よ。

どんな解 釈 か考 えて み よう。



情報処理方法 コンピュータ という
計算道具を操作する方法

①受 注
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■●　　　　人 間 が コンピ ュータ を
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操 作 して ① ~③ を 実行
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t)在

庫 調 査
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コンピ ュ ータ が
①～③ を実行＆に Ｓ

③ 発 送 可 否　 ゛゛゛Ｊ”
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t)在
庫 調 査
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請 求 項１の 記 載で は、２通 り の 解釈 が可 能 な た め、

「－の 発 明」を 明 確 に把 握 で きず、

明 確性 要件違 反

な る ほ ど。

①～③ の ス テ ップ の主 体 が、

コ ンピ ュータ であ る と も解釈で きるし、

人 間 とも解 釈 で きる んで す ね。



コンピュータ
に対 す る指令

①受 注
受 注 手 段

。
―

←| 顧 客 応 対 手 段
プ ロ グ ラ ム自身 が手段 を
備 え る わけで はな い

③ 発送可 否

返 答 在 庫 調 査 手 段

茫)在 庫 調 査

プロ グラ ムから の指 令 に

コ ンピ ュ ータ が各 手段 と

機 能 す る わけ で す ね。

よ り 、

し て
－



(i)プ ロ グ ラ ム

例 1:コ ンピ ュ ータ に 手 順 Ａ、手 順 Ｂ、手 順 Ｃ、

例 2:コ ンピ ュ ータ を 手 段 Ａ、手 段 Ｂ、手 段Ｃ、

例 3:コ ンピ ュ ータ に 機 能 Ａ、機 能 B、機 能 Ｃ、

…を 実 行させ るた め のプ ログラム

…と して 機 能させ るた め のプログ ラム

…を 実 現させ るた め のプ ログラム

(ii)｢構 造 を 有 す る デ ータ ｣又 は ｢デ ータ 構 造 ｣

例 4:デ ータ 要 素Ａ、デ ータ 要 素Ｂ、デ ータ 要 素 Ｃ、

例 5:デ ータ 要 素Ａ、デ ータ 要 素Ｂ、デ ータ 要 素 Ｃ、

…を 含 む 構 造を有 するデ ータ

…を 含 む デ ータ 構 造

(i)又 は (ii)を 記 録 し た コ ン ピ ュ ータ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体

例 6:コ ンピュータ に 手 順Ａ、手 順Ｂ、手 順Ｃ、…を 実 行させ るた め のプ ログラム を記

録したコンピュータ 読 み 取り可 能 な 記 録 媒 体

例 7:コ ンピュータ を 手 段Ａ、手 段Ｂ、手 段Ｃ、…と して 機 能させ るた め のプログ ラム

を 記 録したコンピュータ 読 み 取り可 能 な 記 録 媒 体

例 8:コ ンピュータ に 機 能Ａ、機 能Ｂ、機 能Ｃ、…を 実 現させ るた め のプ ログラム を記

録したコンピュータ 読 み 取り可 能 な 記 録 媒 体

例 9:デ ータ 要 素Ａ、デ ータ 要 素Ｂ、デ ータ 要 素Ｃ、…を 含 む 構 造 を 有 するデ ータ を

記 録したコンピュータ 読 み 取り可 能 な 記 録 媒 体

な
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。

こ
ん
な
感
じ
で

書
く
ん
で
す
ね
！

次
は
、
い
よ
い
よ

Ａ
－
関
連
発
明
の

記
載
要
件
の

ポ
イ
ン
ト
を

見
て
い
こ
う



か拮 !

人物の顔画像

入力
夕

農家　Ａさ ん
吟
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（顔 の 形 状 ）

野 菜 の 糖 ，
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明 細 書等 に も

相 関関係 等 があ る

裏 付け る よう なこ

何 も書い てい ない

記 載 要 件 （実 施 可 能 要 件 ）違 反
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出 力

統 計的に有 意な相関関係が 記載さ

れている 。
体 重 は　 ６９,６ｋ９

頬 の ラ イン と

顎 の ラ イン が
り　 形 作 る角度

171.5ｃｍ

・顔 画 像
夕

・身 長

・体 重

・フ ェ イ ス ラ イ ン 角 度
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［請 求 項 1］

人 物 の 顔 の 形 状を表 現 する特 徴 量と身 長 及 び 体 重 の 実 測 値を教 師 デ ータとして 用 い 、人物 の 顔
の 形 状を表 現 する特 徴 量 及 び 身 長 から 、当該 人 物 の 体 重を推 定 する推 定モデ ルを機 械 学 習 によ
り生 成 するモデ ル 生 成 手 段と、
人 物 の 顔 画 像と身 長 の 入 力を受 け 付 ける受 付 手 段と、
前 記 受 付 手 段 が 受 け 付 け た前 記 人 物 の 顔 画 像 を解 析して前 記 人 物 の 顔 の 形 状 を表 現 する特 徴
量を取 得する特 徴 量 取 得 手 段と、

前 記モデ ル 生 成 手 段 により生 成され た推 定モデ ルを用 いて ､前 記 特 徴 量 取 得 手 段 が 取 得した前
記 人 物 の 顔 の 形 状 を表 現 する特 徴 量と前 記 受 付 手 段 が 受 け 付 けた身 長 から体 重 の 推 定 値 を出 力
する処 理 手 段と、を備える体 重 推 定システ ム 。
［請 求 項２］

前 記 顔 の 形 状を表 現 する特 徴 量 は 、フェイスライン 角 度 であることを特 徴とする ､請 求 項 1に 記 載
の 体 重 推 定システ ム 。

フ ェ イス ラ イン角 度以 外の
顔 の形 状を表 現す る特徴量 につ いて

統 計情 報 の裏 付け がな い

【請 求 項 １】　　　　　帽

・身 長

・体 重

・顔 の 形 状を 表 現 する 特 徴 量

夕

1技術 常識でもない）×肝
千

`W -1　　　　Ｓl

【請 求 項２】

顔の形状を 表現 する特徴量

① 統 計的 に 有 意な 相関 関 係が 記 載

さ れて い る 。

請求 項１は 記 載要 件 を

満 たさ ない

（サ ポート 要 件及 び

実施 可 能要 件違 反）

請求 項 ２は 記 載要 件 を

満 たす

相 関関係 等 の 裏付け がない 範 囲 まで

クレ ーム を一 般化・上 位 概念化 す る と

記 載要 件違 反 の危 険 があ る んで す ね



ヒ ト×細 ，ヒ ト ×細 胞 の 形 状 変 化 を 示 す デ ータ 群

入 力 形 状 変 化
气 ﾃ ｹ゙ 濃゙浩 尸

／

`夕形 状 変 化

二き

形 状 変 化 を 示 す デ ータ 群

楕円 形度 、凹 凸 度 、及 び 扁 平 率の 組 合 わ せ

被 験物 質 の アレ ル ギ ー発 症率 ス コ ア

リ ング デ ータ
出 力

會 性 能 評 価 実 験 で 確 認

既知の物質の接 触性皮膚炎 発症率
スコ アリングデ ータ

実 際 の 実 験 に よ っ て 得ら れ た

被 験 物 質 の 接 触性 皮 膚 炎 発 症 率 ス コ

アリ ン グ デ ータ

①接 触性皮 膚 炎 の発 症 率が既知 の物質（ア レ ル ゲ ン）を

ヒト Ｘ細 胞 に添加 し たと きに、

楕円 形 度、凹 凸度、及 び扁平 率の 観点 で

どんな形 状変化 を するかを Ａ凵 こ学習 させ る

② 被 験物質 がヒト Ｘ細 胞 に引 き起こし た形 状変化 から、

被 験物質 による発 症 率をＡＩが 予測 する

③ 実際 の 実験 によっ て 被験物 質 の発 症率 を 確認 す る

Ａ
‐
に
よ
る
予
測
デ
ー
タ
と

実
際
の
実
験
（
性
能
評
価
実
験
）
の

デ
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相
関
関
係
は
あ
り
そ
う
ね
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ＡＩの 予 測 結 果 が正し い こ とを

実験 で 確認 す るこ とで記 載要 件 を クリ ア
被
験
物
質
が

ど
れ
く
ら
い
の
確
率
で
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ト
に
接
触
性
皮
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を
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［請 求 項 1］
ヒトに お けるアレ ル ギ ー発 症 率 が 既 知 で あ る 複 数 の 物 質 を個 別 に 培 養 液 に 添 加したヒト X細 胞 の

形 状 変 化 を 示 す デ ータ 群と、前 記 既 存 物 質ご とのヒトに お け る 既 知 の アレ ル ギ ー発 症 率 スコアリン
グ デ ータとを学 習デ ータとして 人 工 知 能 モデ ル に 入 力し、人 工 知 能 モデ ル に 学 習させ る工 程と、
被 験 物 質 を培 養 液 に 添 力口したヒト×細 胞 に お い て測 定され たヒトX細 胞 の 形 状 変 化を示 す デ ータ 群
を取 得 する工 程と、
学 習 済 み の 前 記 人 工 知 能 モデ ル に 対して 、被 験 物 質を培 養 液 に 添 加したヒト X細 胞 に お い て 測 定
され たヒト×細 胞 の 形 状 変 化を示 す 前 記 デ ータ 群 を 入 力 す る工 程と、

学 習 済 み の 前 記 人 工 知 能 モデ ル にヒトに お け るアレ ル ギ ー発 症 率 スコアリン グ デ ータ を算 出させ
る工 程とを含 む 、ヒトに お け る被 験 物 質 の アレ ル ギ ー発 症 率 の 予 測 方 法 。
［請 求 項２］
ヒト×細 胞 の 形 状 変 化を 示 す デ ータ 群 が 、ヒトＸ細 胞 の 楕 円 形 度 、凹 凸 度 、及 び 扁 平 率 の 形 状 変
化 の 組 合 せ であり、アレ ル ギ ーが 接 触 性 皮 膚 炎 である、請 求 項 1に 記 載 の 予 測 方 法 。

楕円形 度、凹 凸度、及 び扁 平 率 の組合 わせ以 外の

形状変 化 について性能 評価 の裏 付けがな い
（技 術 常識 でもない）楕

円
形
度
、
凹
凸
度
、
及
び
扁
平
率
の
形
状
変
化
と

接
触
性
皮
膚
炎
発
症
率
の
相
関
関
係
し
か

裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
わ
。

ヒ ト ×細 胞 の i を 示 す デ ･

【請 求 項 １】
形 状 変 化

大 白 畍 匸丶 形 状 変 化 嫋 円 彫度 、凹 凸 度 、及 び
扁 平 率の 組合 わ せ

【請 求 項 ２】

楕 円 形 廛 、凹 凸 廛 、

形 状 弯 化
--

及 び 朏 平 率の 絹 合 わ せ に限 定

接 触 性 皮 膚 炎 以 外 の ア レ ル ギ ーに つ い て

’|ま能 評 価 の 裏 付 け が な い （技 術 常 識 で も な い ）
【請 求項１】
既知 の 物 質の アレ ル ギ ー発 症 率スコ アリ ング デ ータ

ア レ ル 干
－

接 畛 11j燹

¶7Tに

限 定

㎜㎜㎜ ㎜㎜㎜㎜ ㎜㎜ ㎜㎜㎜㎜㎜ ㎜㎜㎜ ㎜ ㎜㎜ ㎜ ㎜㎜㎜

【請 求 項 ２】

被 験 物 質 の アレ ル ギ ー（接 触 性 皮 尚 炎 ）

発 症 率 ス コ アリ ング デ ータ
ノ　　 ゛￥

性 能 評 価 実 験で 確 認

実 際の 実 験によっ て得ら れた
被験物 質 の 接 触性 皮膚 炎 発症 率ス コ

アリ ング デ ータ

請 求 項 １は 記 載 要 件 を 満 た さ な い

（サ ポ ート 要 件 及 び 実 施 可 能 要 件 違 反 ）

請 求 項 ２は 記 載 要 件 を 満 た す
ブ了八



入力
売上数の
シ匸ユレーシ ョ ン

有 名サイトで

バ ナ ー広 告を 展 開

売 上 数 は
５００

出 力

過 去 の 類 似 商 品　 `

丶
ヽ･広 告 活 動 デ ータ

．･言 及 デ ータ

・売 上 数デザインが黜 び

すぐに壊れた・

特 定の 商品

・広 告活 動デ ータ

広
告
活
動
や
ロ
コ
ミ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て

特
定
の
商
品
の
売
り
上
げ
を
予
測
す
る

Ａ
Ｉ
み
た
い
で
す
ね
。

記 載 要 件 を 満 た す
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広
告
活
動
や
ロ
コ
ミ
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商
品
の
売
上
数
の
間
に
は

当
然
、
相
関
関
係
が

あ
り
そ
う
ね
。
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社
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、
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者
に
変
装
中
じ
や
な
い
ん
で
す
か
？



[請 求 項 1]
嫌 気 性 接 着 剤 組 成 物 であって ､0.08～3.2質 量 ％の 化 合 物Ａ､0.001～1質 量 ％の 化 合 物 B及 び 、
残 余 が 嫌 気 的 に 硬 化 可 能 な (メタ)ア クリレ ートモノマーか らなり、さらに ､硬 化 開 始 から 5分 以 内 に
24時 間 硬 化 強 度 の 30％以 上 の 硬 化 強 度を示 す 嫌 気 性 接 着 剤 組 成 物 。

夕

Ｑ 30％以 上 の

硬 化 強 度 を 示 す

嫌 気 性 接 着 剤の
組成 は ？

嫌気性接着剤組成物 の組成デ ータ
硬化開始から 5分 ま での 硬化強度デ ータ
硬化開始から 24時 間後 の 硬化強度デ ータ

す
ぐ
に
硬
化
す
る
と
い
う
機
能
を
持
つ

嫌
気
性
接
着
剤
の
組
成
物
を

Ａ
Ｉ
で
予
測
し
た
み
た
い
で
す
ね
。

図本 願で は、ＡＩが 予 測し た組 成 物 が

本当 に所望 の機 能 を有 す る か

実験 をし て い ない

回嫌気 性 接 着 剤組 成物 にお い て、

本
当
に
す
ぐ
に
硬
化
す
る

嫌
気
性
接
着
剤
が
で
き
た
の
か
し
ら
？

嫌
気
性
接
着
剤
の
硬
化
強
度
の
上
昇
は

い
ろ
い
ろ
な
製
造
条
件
が
関
連
し
て

予
測
が
す
ご
く
難
し
い
の
に
、
、
、
、

ＡＩの 予測 結果 が

実際 の実 験 結果 に

代 わり う るこ とは

出願時 の 技術 常識で は ない

記 載 要 件 を 満 た さ な い

（サ ポ ート 要 件 及 び 実 施 可 能 要 件 違 反 ）

犬
了
广

…
…
い

／
ぐ
￥
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